
令和8年度 技術移転に係わる目利き人材育成プログラム 「起業環境整備支援コース」 タイムテーブル

（注）講師およびカリキュラムにつきましては、都合により一部変更する場合があります。

研修会場 ： 科学技術振興機構 東京本部別館 2F会議室A （東京都千代田区五番町7 K's五番町）HP：https://www.jst.go.jp/koutsu.html　

定員 ： 20名

開催期間 ： 令和８年11月18日（水）・19日（木）

（講師名：敬称略）                                                                                             

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:15 9:40 10:00 11:10 11:20 12:00 13:00 14:00 14:45 16:00 17:00

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:15 9:30 11:00 11:10 12:00 13:00 16:30

ビジネスの構造を整理
し、わかりやすく可視
化する「ビジネスモデ
ルキャンバス(BMC)」
を作成し、表現する方
法を実践形式で学ぶ。
講義講師やグループ討
議講師のアドバイスを
受けながら「ビジネス
モデルキャンバス
(BMC)」の完成を目指
す。

A課程・B課程のワークで作成した「価値顧客シート」と「ビジネスモデルキャンバス(BMC)」
を使って、ビジネスモデルの仮説をグループ内で発表する。また、仮説に基づいた製品の機能や
優位性、顧客、流通チャンネル、価格、需要開拓などの戦略についてグループ内で意見交換を行
い、次の課程への準備を整える。

休
憩

[ワーク]

ビジネスモデルキャンバス
（BMC）の作成

昼食休憩

[グループ討議]

ビジネスモデルの発表・意見交換

[ワーク]

価値顧客シート
の作成

[グループ討議]

価値顧客シートを用いて
ビジネスモデルの議論

振
り
返
り
シ
ー

ト
記
入
・
解
散

【講師】
堤 孝志
　スタートアップ・ブレイン株式会社 代表取締役

※グループ討議担当講師
松橋 俊彦
　Innovise 代表
福井 達雄
　学校法人工学院大学 スタートアップ推進フェロー
古林 和典
　株式会社DG TAKANO 事業開発マネージャー
小西 由樹子
　東京女子大学 現代教養学部 経済経営学科 准教授
　早稲田大学 グローバル・ストラテジック・
　　　　　　 リーダーシップ研究所 招聘研究員

スタートアップ・ブレイン
株式会社
堤 孝志

堤 孝志
（松橋・福井・古林

・小西）

（松橋・福井・古林・小西）

BMC作成と講師の助言

B課程
ベンチャーのビジネスモデル構築

11/19
（木）

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付

[講義]

ビジネスモデルの検討とアプローチ
（BMCの作成・顧客発見手法）

グループによる意見交換

ビジネスモデルの概要を、伝えるべき相
手に直ぐに理解してもらえるように「ビ
ジネスモデルキャンバス(BMC)」を作成
して表現する方法を学ぶ。ワークで作成
する「ビジネスモデルキャンバス
(BMC)」を構成する9つの要素と作成方
法について理解する。

課程・講師名 日程 会場

【開講挨拶】
小長谷 幸
　科学技術振興機構
　　人財部 科学技術イノベーション人材育成室 室長

【講師】
近藤 昭彦
　株式会社バッカス・バイオイノベーション
   　代表取締役社長 兼 CEO
　神戸大学 名誉教授・客員教授・学長補佐
堤 孝志
　スタートアップ・ブレイン株式会社 代表取締役

※グループ討議担当講師
松橋 俊彦
　Innovise 代表
福井 達雄
　学校法人工学院大学 スタートアップ推進フェロー
古林 和典
　株式会社DG TAKANO 事業開発マネージャー
小西 由樹子
　東京女子大学 現代教養学部 経済経営学科 准教授
　早稲田大学 グローバル・ストラテジック・
　　　　　　 リーダーシップ研究所 招聘研究員

株式会社バッカス・
バイオイノベーション

近藤 昭彦

スタートアップ・ブレイン
株式会社
堤 孝志

堤 孝志
（松橋・福井

・古林・小西）
（松橋・福井・古林・小西）

趣
旨
説
明
・
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意
事
項

[講義①]

研究者から見た
ベンチャー創出のポイント

休
憩

受講者自己紹介
・

講義とワーク
について

昼食休憩

[講義②]

ビジネスモデル構築の基礎
（仮説の構築）

A課程
大学発ベンチャーの創出プロセス

主
催
者
 

開
講
挨
拶

シート作成と講師の助言 グループによる意見交換

遺伝子設計を含むゲノム編集・
ゲノム合成・バイオファウンド
リ等の研究に従事しながら、大
学発バイオベンチャーを創出
し、研究成果の事業化にも積極
的に取り組んできた研究者の視
点から、ベンチャー創出に必要
なプロセスなどを学ぶ。

11/18
（水）

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付

起業環境整備支援コース

[講義③]

ビジネスモデル構築の基礎
（仮説の検証）

振
り
返
り
シ
ー

ト
記
入
・
解
散

スタートアップ・ブレイン
株式会社
堤 孝志

「価値顧客シート」から明
確化した仮説を、検証へと
進める手法について解説す
る。顧客開発による需要検
証のあり方を学び、ビジネ
スモデル構築に繋げる。

本課程を進めるに
あたり、受講者そ
れぞれが自己紹介
する。その上で、
A・B課程の講義
とワークに関し
て、連絡や注意事
項等を確認する。

良い研究成果や技術であっ
ても、顧客ニーズとの
ギャップに気付かなければ
市場を広げられないことが
ある。その悲劇を避けるた
めに、仮説検証を繰り返し
ながら効率的に事業を立ち
上げていく手法と、午後か
らのワークで作成する価値
顧客シートについて解説す
る。

「価値顧客シート」の
作成を通じ、ビジネス
モデルの構築に欠かせ
ない仮説を明確化し、
社会実装を目指すため
に検討すべきポイント
について深く掘り下げ
ることを学ぶ。講義講
師やグループ討議講師
のアドバイスを受けな
がら、それぞれが社会
実装を目指す研究成果
（技術シーズ）から価
値顧客シートを完成さ
せる。

ワークで作成した「価値顧客シー
ト」をもとに、他との差別化要素
や提供価値についてグループ内で
発表し、事業化にあたり想定して
いる製品やサービスの内容につい
て意見交換を行う。意見交換によ
り、社会ニーズへマッチできるよ
うにコンセプトを明確化し、ビジ
ネスモデルのブラッシュアップを
図る。

課程・講師名 日程 会場



令和8年度 技術移転に係わる目利き人材育成プログラム 「起業環境整備支援コース」 タイムテーブル

（注）講師およびカリキュラムにつきましては、都合により一部変更する場合があります。

研修会場 ： 科学技術振興機構 東京本部別館 2F会議室A （東京都千代田区五番町7 K's五番町）HP：https://www.jst.go.jp/koutsu.html　

定員 ： 20名

開催期間 ： 令和9年1月13日（水）・14日（木）

（講師名：敬称略）                                                                                             

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:15 9:45 10:00 11:00 11:10 12:10 13:10 14:10 14:20 17:00

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:30 11:00 11:10 12:40 13:40 15:40 15:50 16:30
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修
了
証
授
与
式

【講師】
松橋 俊彦
　Innovise 代表
服部 健一
　ヘリシティX 代表

※グループ討議担当講師
松橋 俊彦
　Innovise 代表
福井 達雄
　学校法人工学院大学 スタートアップ推進フェロー
古林 和典
　株式会社DG TAKANO 事業開発マネージャー
小西 由樹子
　東京女子大学 現代教養学部 経済経営学科 准教授
　早稲田大学 グローバル・ストラテジック・
　　　　　　 リーダーシップ研究所 招聘研究員

Innovise
松橋 俊彦

ヘリシティX
服部 健一

（松橋・福井・古林・小西）
（松橋・福井

・古林・小西）

グループ討議 グループ発表

休
憩

[講義②]

投資ファンドから見た資本政策

昼食休憩

[グループ討議]

大学発ベンチャーの創出や課題の検討

休
憩

[グループ発表]

大学発ベンチャーの
創出や課題の検討

大学発ベンチャーの資本政策のケースを
通じて、問題点や課題について理解す
る。資本政策を検討する上での基本的な
事項や留意点を学び、新たな価値を創出
するベンチャーへの投資ファンドの視点
を認識し、今後の投資誘引活動に繋げて
いく。

研究成果を事業化するプロセスをフェーズごとに分け
て、ベンチャーが直面する具体的な課題を把握し、そ
の改善策を議論する。また、投資家から見た魅力度の
向上や、研究成果や技術をどのように保護しながら事
業展開するかについても検討し、ファシリテートする
グループ討議講師およびグループメンバーと意見交換
を行う。

グループごとに
検討内容を発表
し、議論した内
容を共有する。
また、各グルー
プ討議講師から
講評をいただ
く。

D課程
出口戦略と資本政策

1/14
（木）

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付

［講義①］

ベンチャーと資金調達

ベンチャーの資金調達に関する基礎知識
を学ぶ。いわゆる魔の川や死の谷と呼ば
れる資金調達の障壁を越えるための手段
として、ギャップファンドの活用方法に
ついて理解し、事業化を進める具体的な
方法を把握する。

研究成果型の大学発ベンチャーにおける事業戦略について意見交換を行
う。事前課題で検討した技術シーズの分析結果を踏まえ、知財ポート
フォリオの構成や戦略的な特許出願、競合他社を寄せ付けない排他力の
創出、提携先の検討などについて、ファシリテートするグループ討議講
師およびグループメンバーと共に議論する。

課程・講師名 日程 会場

9:15

ベンチャー創業者の実体験
をもとに、事業計画と知財
戦略の考え方を学ぶ。大学
発ベンチャーが取り組むべ
き知財戦略の在り方や検討
のポイントを把握し、実践
的な視点から事業計画につ
いて深く検討する。

バイオ・ライフサイエンス
分野のベンチャーにおける
知財戦略の考え方を学ぶ。
特に、研究成果のライセン
スアウトに焦点を当て、戦
略的枠組みのあり方につい
て検討する。

数多くの大学発スタート
アップを支援し、資金提供
と経営支援を行ってきた東
大IPCの取り組みについて
学ぶ。具体的には、出資先
の事例や投資判断における
着眼点を知り、大学発ス
タートアップの創出や成長
におけるポイント、投資家
がベンチャーに期待するこ
となどについて理解を深め
る。

趣
旨
説
明
・
注
意
事
項

[グループ討議]

知財戦略を踏まえた事業計画の検討

1/13
（水）

JST
東京本部
別館2F
会議室Ａ

受
　
付
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【講師】
人羅 俊実
　株式会社FLOSFIA 創業者・取締役会長
　株式会社DriftThinking 代表取締役社長
森田 裕
   森田・大谷特許事務所 代表パートナー・弁理士
追而
　東京大学協創プラットフォーム開発株式会社
 

※グループ討議担当講師
松橋 俊彦
　Innovise 代表
福井 達雄
　学校法人工学院大学 スタートアップ推進フェロー
古林 和典
　株式会社DG TAKANO 事業開発マネージャー
小西 由樹子
　東京女子大学 現代教養学部 経済経営学科 准教授
　早稲田大学 グローバル・ストラテジック・
　　　　　　 リーダーシップ研究所 招聘研究員

株式会社FLOSFIA
人羅 俊実

森田・大谷特許事務所
森田 裕

東京大学協創プラット
フォーム開発株式会社

（松橋・福井・古林・小西）

グループ討議

[講義①]

半導体ベンチャーの知財と
事業推進活動

休
憩

[講義②]

バイオベンチャーの
知財戦略

昼食休憩

[講義③]

VCから見たベンチャーの
戦略と支援

休
憩

C課程
知財戦略と投資家へのアプローチ

起業環境整備支援コース

課程・講師名 日程 会場




